
【図解でわかる「解答を書く」と「解答を伝える」の違い】 

 

「解答を書く」と「解答を伝える」の違いについて次頁に図解で説明しました注 1）。 

「『解答を書く』と『解答を伝える』の違い」とは，「『試験官の存在を認識しないで解答を書

く』と『試験官の存在を認識して解答を書く』の違い」です。 

記述式試験とは，受験生が書いた論文（解答）を試験官が読んでその内容を評価する試験で

す。つまり，記述式試験では，試験官の存在を認識して解答を書く必要があります。そのため，

「解答を書く」ではなく「解答を伝える」という意識を持つ必要があります。さらに，「解答を

“明確に”伝える」という意識を持つ必要があります。「伝える」と「“明確に”伝える」とは

違うからです。 

試験問題の解答を書く場合には，「試験官に解答を“明確に”伝える」という意識を持つべき

です。 

注 1）：「技術士試験対策・ダウンロードコーナー」の中の「『解答を書く』と『解答を伝える』

の違いについて」の資料を参照のこと 

 

以 上 
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論文（解答）を試験官が読んで 

その内容を評価する試験 

記述式試験 

 

試験官の存在を認識

して解答を書く 

試験官の存在を認識

しないで解答を書く 

「伝える」の意味は

「言葉などで知らせ

る。伝達する」 

「書く」の意味は

「文字をしるす」 

頭の中に浮かんだ解

答を単に答案用紙に

書き出すイメージ 

試験官に解答を文字で

知らせる（伝達する）

イメージ 

読み手（試験官）の

存在が頭の中にない 

読み手（試験官）の

存在が頭の中にある 

「1 分で理解できる解答の書き方」

で解答を書く 

「解答を書く」ではなく「解答を伝

える」という意識 

さらに，「解答を“明確に”伝え

る」という意識 

解答を書く人（受験生）とその解答

を読む人（試験官）との関係がある 

“伝える”という意識 “書く”という意識 

「結局，何が言いた

いのだろう」という

評価の可能性？ 
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